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値予報モデルである。気象庁は 2012 年 6 月に計算機
の更新を終え第 9世代の計算機システムの運用を開始
した。本システムの運用期間中に全球モデルは鉛直層































る。水蒸気吸収係数については Collins et al. (2006)に
基づくものに更新した。
更新前後の地表面下向き晴天短波放射フラックスを




























(a) RFあり・S03なし (b) RFなし・S03あり (c) ERA-Interim

















運動量輸送は Iwasaki et al. (1989) に基づくパラメタ
リゼーションで表現され、非地形性起源の重力波によ





















では、図 1cの ERA-Interim(Dee et al. 2011)に見られ
る QBO が、CNTL（図 1a）には見られず、現行モデ
ルの鉛直層数を単純に 60 層から 100 層に増強しモデ




























RF の代わりに S03 を導入することで、中緯度の中
層大気のジェットの表現と中間圏の温度勾配に課題が
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(a) RFあり・S03なし (b) RFなし・S03あり (c) SPARC
図 2: 1 月の帯状平均モデル気候値と SPARC 帯状平均気候値の気温（塗り潰し、[K]）と東西風速（コンター、
[m/s]）。
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(a) RFあり・S03なし (b) RFなし・S03あり (c) SPARC気候値
図 3: 7 月の帯状平均モデル気候値と SPARC 帯状平均気候値の気温（塗り潰し、[K]）と東西風速（コンター、
[m/s]）。
(a) RFあり・S03あり (b) RFなし・S03あり
図 4: 第一推定値を与える予報モデルの RF を S03 で
置きかえたサイクル実験の東西風の月平均帯状平均イ
ンクリメント（塗り潰し）と解析値の月平均帯状平均
東西風（コンター）。単位は [m/s]。期間は 2012 年 1
月。
(a) RFあり・S03なし (b) RFなし・S03あり
図 5: 図 4に同じ、ただし気温 [K]に対するもの。
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